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U１．まえがき  

筆者らは老朽化したため池やフィルダムの堤体改修のために，池に堆積した底泥土を固

化処理して所要の強度と遮水性を有する築堤土（砕・転圧土）を製造して，堤体改修と底

泥土の除去処分を同時に達成できる砕･転圧盛土工法 P

1)
Pを開発し，数箇所の堤体改修に適用

してきた。ため池では池や流入河川の規模が小さく池内に堆積する底泥土が粘土・シルト

分のような細粒分の多い高含水比底泥土であり，底泥土を固化処理して築堤土として使用

する時の強度は含水比だけで管理できた。これに対して，フィルダムでは池や流入河川の

規模が大きく，砂礫のような粗粒土が流れ込み粗粒から細粒までの底泥土が堆積しやすく，

固化処理時の強度管理には含水比だけでなく粒度の影響も考慮する必要がある。そこで，

本報告ではフィルダムやため池の池内に堆積した底泥土の粒度と物理特性の分布調査を

行い，底泥土を固化処理する時の粒度の取扱いについて検討したものである。 

 

U２．フィルダム等の池内に堆積した底泥土 

フィルダムでは池内の堆積位置により底

泥土の粒度が大きく異なり，堤体の近くに

は細粒分を最も多く含む底泥土が堆積し，

堤体から離れた上流側ほど粗粒分の多い底

泥土が堆積している。池内の底泥土は主に

流域内の降雨による土砂流出や流入河川が

河床を掃き流した土砂が堆積したものなの

で，底泥土の物理化学的性質は流域や河床

の地質状況に規定されると考えられる。こ

のことから，池内にある底泥土の物理化学

的特性は基本的に同じであり，上流域の粗

粒分の多い底泥土は堤体付近にある細粒分

が多い底泥土に，洪水時に物理化学的性質

に影響を及ぼすことが少ない粗粒分だけが

加わったものと考えることができる。  

 

U３．底泥土の粒度・物理特性調査結果 

 老朽化したフィルダム（堤高H≧15m）や

ため池（H<15m）の池内に堆積した底泥土

について粒度と物理化学的特性の調査を、

粒度試験から求まる75μm以下細粒分含有

率F
BC B

値を，液性・塑性限界試験から求まる

塑性指数I
BP B

を指標にして実施した。  

調査は3箇所のフィルダムで実施したが，

そのうちの典型的な西大谷ダム（静岡県掛

川市，H=15.1m）の結果を示す。図-1には西

大谷ダムのFWL時の沿岸線で表した池平面
図と底泥土の採取位置を●印に示してある。

このダムは約300万年前（鮮新世）から海底

に堆積した砂・砂礫層を薄く挟んだ泥岩層

（小笠層群）が広く分布する丘陵地
P

)
P
に立地

している。図-2には池内各位置の底泥土の

粒度曲線を示す。また，図-3には取水部か

らの澪筋の沿った距離L
BF B

に対するF
BC B

値（○

印）とI
BP B

値（●印）の変化を示す。これらの

図から以下のことがわかる。池内の堆積位

置で底泥土のF
BC B

値は異なり堤体に近い①～

④のように水深の大きい領域ではより細粒

分が多い底泥土が堆積している。一方，底  
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図-1 西大谷ダムの池平面図  

 

 

図-2 西大谷ダムの池内底泥土の粒度曲線  

 

 
図-3 西大谷ダムの池内のF

B C B

とI
B P B

の変化  

 

泥土の I
BP B

値は上流側の⑥～⑦の領域でやや

低下する傾向があるものの池内の位置によ

る変化は少ない。  

次に，池や流入河川が西大谷ダムに比較

するとかなり小規模池な堤体（H≦10m未

満）をもつ4箇所のため池の調査結果を示す。

各池で得られた澪筋に沿ったF
BC B

値と I
BP B

値の

変化はまとめて図 -4に示す。図から，小規

模なため池に堆積した底泥土はF
BC B

値がほぼ  

 

図-4 小規模4ため池のF
B C B

とI
B P B

の変化  

 

一定で池内における粒度の相違が少ないこ

と，またI
BP B

値も20～80の範囲にあり各池で異

なっていても同一池内での相違は小ないこ

とがわかる。これは，流入河川が小規模な

ため池では大雨毎に大量の土砂が流れ込む

ことがなく，また池が小さいので池内での

粒度特性に大きな相違が生じにくいためと

思われる。すなわち，ため池では，底泥土

を固化処理する場合の強度管理には粒度が

及ぼす影響を無視して，含水比の影響のみ

を考慮することが可能である。  
 

U４．あとがき  

以上の調査結果から以下のことがわかる。

一般論的にいうと，池や流入河川の規模も

大きいフィルダムでは粗粒から細粒までの

底泥土が堆積しやすく，底泥土を固化処理

する時の強度は含水比だけでなく，粒度の

影響も考慮する必要がある。また，池内の

底泥土の物理化学的特性は一定で，上流域

の粗粒分の多い底泥土は堤体付近の細粒分

が多い底泥土に粗粒分だけが加わったもの

と考えることができる。  
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